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幌満カンラン岩体最下部のスピネル・レルゾライト中のスピネルー輝石・シンプレクタイトの組織の定量的記

載と，主要・微量元素組成を測定した．その結果，シンプレクタイトはザクロ石の分解物で，HREE,Ti,Zr はザク
ロ石の組成を保持しているのに対し，LREE と Sr はシンプレクタイト形成後のメタソマティズムによって，試料内
で再平衡に達している思われる． 
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